七つの鉢
ヨハネの黙示録 15:1-16:21
御怒りの完了
ヨハネは、神の怒りを盛った鉢を携えて、七人の天使たちが天の神殿から出て来るのを見ます。これらの裁きは警告ではなく、結論です――神の忍耐が限界に達する瞬間です。この幻は、ふさわしくも礼拝から始まります。贖われた者たちは「モーセと小羊の歌」を歌い、神の正義が正しく真実であることを喜びます。
注ぎ出し
それぞれの鉢は、人間の高慢の異なる側面を標的としています。第一の鉢は、獣の刻印を受けている者たちに腫れ物をもたらします。それは、道徳的腐敗として現れる霊的堕落です。第二と第三の鉢は海と川を血に変えます。これは、罪のない血を流す社会が自らを滅ぼすことの象徴です。第四の鉢は焼けつくような熱を解き放ち、第五の鉢は獣の王座を暗闇で覆います。しかし、裁きの下にあっても、人類は悔い改めるのではなく、神を呪います。
第六の鉢はユーフラテス川を干上がらせ、最後の対決――象徴的な「ハルマゲドン」――への道を開きます。これは地理的な戦いではなく、反逆が全世界に明らかにされることです。第七の鉢は、「事は成就した」という言葉をもって天の法廷を閉じます。
神の正義の性質
神の怒りは残酷さではありません。それは、腐敗から被造物を守る聖さです。善を愛することは、それを破壊するものを憎むことです。鉢は、神の忍耐が弱さではなく、憐れみであることを確証します。憐れみが拒まれるとき、正義は神の最後の愛の行為として残ります。
なぜこれが重要なのか
鉢の幻は、教会に罪を深刻に受け止め、恵みに感謝するよう呼びかけています。神の裁きは確実ですが、キリストを通して与えられる救いもまた確実です。十字架を信頼するすべての信者は、この怒りを決して味わうことはありません。それはすでに小羊の上に注がれたからです。
